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平成３０年 第３回定例会 摂津市議会会議録（抜粋） 

 

２０１８年９月２１日 

 

６ 大阪北部地震及び西日本豪雨での教訓について 

 

(4) 災害が頻発する現状とその対策の向上について 

 

○松本議員 

 次に、災害が頻発する現状とその対策の向上についてですが、本市は、６月より大阪

北部地震、西日本豪雨、台風と、多くの災害に見舞われました。災害が頻発する状況に

おいて、災害対策の強化は喫緊の課題ですが、市としてどうお考えかお聞かせください。  

１回目は以上です。 

（略） 

 

○井口総務部長 

 続きまして、質問番号６の（４）災害が頻発する現状とその対策の向上についてのご

質問でございます。  

今年度に入り、６月の大阪北部地震、７ 月の西日本豪雨災害、そして９月の台風２ １

号による風水害など自然災害が頻発しております。我々行政の責務の一つは、自然災害

から市民の生命や財産を守ることでございますが、防災対策の強化に、これまでやれば

十分だというゴールはございません。先ほどもご答弁申し上げましたとおり、今回の一

連の災害について、庁内でしっかりと検証、分析を進めながら、防災対策の充実強化に

つなげてまいりたいと考えております。 

（略） 

 

○松本議員 

次に、災害が頻発する現状についてですが、災害対策の強化をしっかりと検討してい

ただければと思います。 

さて、地震、豪雨、台風の一連の予想を超える災害を受け、市の対応が不十分や、もっ

と善処できたのではないかというような市民の声も聞きます。ただ、本市の現状におい

ては、全体を見れば、市は可能な範囲で善処したと言えるでしょう。と同時に、現体制

での対応の限界も強く感じています。これを機に、今後の教訓資料収集と検討などの場

においては、ややもすれば感情的になり、責める、責められるようなことにならないよ

う、かつ建設的な意見交換を行い、実効性ある安全・安心のまちづくりに、市役所と市

議会と、そして市民が一致団結して取り組み、邁進すべきであると考えます。  

さて、市長にお伺いしますが、災害対策本部長としてリーダーシップを発揮され、大

阪北部地震等の教訓を作成させ、本市の安全・安心のまちづくりをどのように見直して
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いこうとされるのか、お考えをお聞かせください。  

 

○藤浦雅彦議長  

市長。  

 

○森山市長  

松本議員の質問にお答えをいたします。  

まず最初に、このたびの一連の災害で被害を受けられました皆さんに改めて心よりお

見舞いを申し上げます。  

それぞれの各論については、詳細にご質問、また答弁があったと思いますが、私は、

この一連の災害において、総指揮者、本部長としてその任に当たらせていただきました。  

ご案内のとおり、いずれもこの大きな災害は、自然のなすわざといいますか、俗に言

う天災でございます。これだけ社会が進歩をしておりますけれども、人間の力では天災

をとめることができないわけでございます。それだけに、起こったときにいかにこの被

害を最低限度に食いとめるか、これが人間の知恵といいますか、大切なことではないか

と思います。それには、もう理屈抜きで、日ごろの備えといいますか、訓練の積み重ね

しかないというか、これが問われるのではないかと思っています。  

私は、よく総合訓練のときにお話をいたしますけれども、訓練のときは緊張感を持っ

て、そして、もしも現実に遭遇した場合は、冷静に対応するというような話をいたしま

す。今回、そのことが現実になってしまったわけであります。果たして本部長として冷

静に判断ができ得たのか。先ほど来お話が出ておりますけれども、三つの大きな災害が

続いて起こる、予想だにしないといいますか、大変な出来事が起こってしまいました。

それに対する備え、訓練は果たしてできていたのか、本部長としても冷静な判断ができ

ていたのか、ただいま自問自答しておるところでございます。  

災害の都度、関係職員は、連日連夜、昼夜を問わず一生懸命頑張ってくれました。で

も、こんなはずではなかったのにといった事例がままあったことも事実でございます。

嫌なことですけれども、貴重なという言葉が当たりますかわかりませんけれども、体験

をしたことは事実であります。ということで、二度と来てもらっては困るんですけれど

も、こういった災害があったときには、しっかりと今回のこの教訓、体験を生かしたい

と思っています。  

摂津市には副市長を中心といたします防災対策検討委員会を設けております。日々い

ろんな取り組みをしておりますけれども、今回のこの一連の震災をしっかりと振り返り

まして、そして、しっかりと今後に備えていきたいと思っています。災害は、起こった

ときはもちろんですけれども、事後の処理といいますか、スピード性、そんなことも問

われるわけでございます。今回、またいろんな形で議会の皆さんにもお願いをすること

があろうかと思いますが、どうぞまたご指摘を賜ればと思っております。しっかりと今

後に生かしてまいりますので、よろしくお願いします。  

以上でございます。  



 3 / 3 

 

○藤浦雅彦議長  

松本議員。  

 

○松本暁彦議員  

ありがとうございます。市の災害対応、特に災害後の修繕支援金制度については一定

の評価をいたします。ぜひ、いま一度、防災政策全体から見直すよう強く要望いたしま

す。  

以上で質問を終わります。ありがとうございました。 

 


